日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームの実施 (じっし)報告 (ほうこく)について資料 (しりょう)１－１


１　日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームとは

　（1）概要 (がいよう)
障害者 (しょうがいしゃ)の重度化 (じゅうどか)や高齢化 (こうれいか)に対応 (たいおう)するため、平成 (へいせい)30年度 (ねんど)（2018年度 (ねんど)）の制度 (せいど)改正 (かいせい)により創設 (そうせつ)された類型 (るいけい)のグループホームです。
（2）対象者 (たいしょうしゃ)
主 (おも)な対象者 (たいしょうしゃ)は、重度化 (じゅうどか)・高齢化 (こうれいか)のため日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)サービス等 (とう)を利用 (りよう)することができない障害者 (しょうがいしゃ)です。ただし、障害 (しょうがい)支援 (しえん)区分 (くぶん)などによる利用 (りよう)の制限 (せいげん)はございません。
（3）支援 (しえん)の特色 (とくしょく)
24時間 (じかん)職員 (しょくいん)が常駐 (じょうちゅう)して日中 (にっちゅう)も夜間 (やかん)も支援 (しえん)を行 (おこな)えることが特色 (とくしょく)です。
（4）基準 (きじゅん)
　　　日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームの基準 (きじゅん)の大 (おお)きな特 (とく)徴 (ちょう)は以下 (いか)のとおりです。
· ユニットごとに常時 (じょうじ)（24時間 (じかん)）世話人 (せわにん)又 (また)は生活 (せいかつ)支援員 (しえんいん)が勤務 (きんむ)していること
· 1つの建物 (たてもの)の入居 (にゅうきょ)定員 (ていいん)は20名 (めい)まで可能 (かのう)（通常 (つうじょう)の類型 (るいけい)では10名 (めい)が限度 (げんど)。）
· 同一 (どういつ)敷地内 (しきちない)に短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)事業所 (じぎょうしょ)（単独型 (たんどくがた)又 (また)は併設型 (へいせつがた)に限 (かぎ)る。）を設置 (せっち)すること
· 協 (きょう)議会 (ぎかい)への報告 (ほうこく)義務 (ぎむ)があること

（5）八王子 (はちおうじ)市内 (しない)の設置 (せっち)状況 (じょうきょう)
令和 (れいわ)５年 (ねん)（2023年 (ねん)）11月 (がつ)現在 (げんざい)、八王子 (はちおうじ)市内 (しない)のグループホームは９６件 (けん)ありますが、そのほとんどが介護 (かいご)サービス包括型 (ほうかつがた)グループホームであり、日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームはわずかに１件 (けん)のみとなります。

２　協 (きょう)議会 (ぎかい)への付議 (ふぎ)について

日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームを開設 (かいせつ)しようとするときは、条例 (じょうれい)に基 (もと)づき八王子市 (はちおうじし)障害者 (しょうがいしゃ)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)に対 (たい)し、運営 (うんえい)方針 (ほうしん)や活動 (かつどう)内容 (ないよう)等 (とう)を説明 (せつめい)し、評価 (ひょうか)・助言 (じょげん)等 (とう)を受 (う)ける必要 (ひつよう)があります。
また、日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームを運営 (うんえい)する事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)は、地域 (ちいき)に開 (ひら)かれたサービスにすることによりサービスの質 (しつ)の確保 (かくほ)を図 (はか)る観 (かん)点 (てん)から、協 (きょう)議会 (ぎかい)に定期的 (ていきてき)に（年 (ねん)1回 (かい)以上 (いじょう)）報告 (ほうこく)を行 (おこな)い、評価 (ひょうか)・助言 (じょげん)等 (とう)を受 (う)けることとされています。各事業所 (かくじぎょうしょ)の日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームの実施 (じっし)状況 (じょうきょう)について報告 (ほうこく)するため、今後 (こんご)も定期的 (ていきてき)に付議 (ふぎ)させていただきますので、よろしくお願 (ねが)いいたします。
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